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1. 研究の目的

ある地点からの目標物の見えやすさ／見えにくさを「視認性」として数値化し、わかりやすく提示する
システムの開発

2. 社会の状況
a. 標識などのサインは人に情報を提示するものであり、

人の安全・安心に関わる。また、広告等は経済活動の
活性化に関わる。これらの適切な配置は社会的・経済
的に重要である。しかし、天候や混雑具合などで変動
する状況を全て事前確認することは不可能。

b. 防犯カメラなどの「見守り」システムの場合、過度の見
守りはプライバシーの侵害につながる恐れがある。

c. 無線LANなどの短中距離無線通信システムの場合、
「見える／見られる」は、通信の実現と傍受というICT

サービス提供とセキュリティ侵害につながる。
3. 研究の目標

• 照明光(高周波電磁波を含む)の具合
• 反射・透過による見やすさの向上・

見えにくさの増大
• 歩行者等対象の視覚特性・視野特徴
などを考慮して視認性を数値化する手法を構築し、
それを情景と共に可視化するシステムの実現

4. 研究の方法
a. 目標物、視認主体(人間、カメラなど)、障害物の配置・材質、動き、ならびに照明状況を考慮の上、

コンピュータグラフィックス（ＣＧ）技術を用いたモデリング
b. 視認主体が人間の場合を想定した、医学的・心理的な要因のモデルへの考慮
c. 対象空間ならびに得られた視認性の双方をＣＧ技術で効率的に可視化するシステムの設計
d. 通常PCや高解像度大画面ディスプレイシステム、立体視システムなど、多様なビジュアルプレゼ

ンテーションシステム上での実現
5. 研究の状況(2010年度発表)
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6. 基盤となる知財
a. 国内特許：特許公開2006-185270(2006年7月13日公開)「視認対象物の視認性評価方法および

評価装置」
b. 国際特許：PCT/JP2006/313202(2006年6月27日出願)”Visibility Evaluation Method and 

Evaluation System”

節電期間中の後楽園キャンパス3号館7階
透過・ハイライト・影・映り込みの影響が随所に見られる


